
１０ 市街地西部工業地域 

 

 【ガイドプラン見直しの方針・内容】 

  西京極駅の北東エリアにおける住工共存の進展も見据え、工場やオフィスの集積を図るこ

とと併せて、良質な住宅や生活に身近な商業施設などの充実を図るため、用途地域が近隣商業

地域に変更されたことから、隣接地域のゾーニング状況との整合性等を踏まえ、「その他の商

業系地域」に変更します。 

 

（参考）都市計画の見直し 
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用途 地域 第二種住居地域

建ぺい率 ６０％

高度 地区
２０ｍ
第２種

① 変更後

用途 地域 近隣商業地域

建ぺい率 ８０％

高度 地区
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第１種
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①
生活環境保全・共生ゾーン（住居系）
　：上限1,000㎡（幹線道路沿いは3,000㎡）

変更前

① その他の商業系地域：上限3,000㎡

変更後



１１ 桂川・洛西口駅周辺（久世橋通、国道１７１号） 

 

 【ガイドプラン見直しの方針・内容】 

  本市及び隣接市の双方における定住人口の求心力となる駅周辺の暮らしを支えることはも

とより、南部創造のまちづくりが先導されるらくなん進都のまちづくりの進展を見据え、オフ

ィスや住宅など多様な機能を適切に配置するため、用途地域が近隣商業地域に変更されたこ

とから、隣接地域のゾーニング状況との整合性等を踏まえ、「その他の商業系地域」に変更し

ます。 

（参考）都市計画の見直し 
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建ぺい率 ６０％

高度 地区
２０ｍ
第２種

② 変更前

用途 地域 準住居地域

建ぺい率 ６０％

高度 地区
２０ｍ
第２種

① 変更後

用途 地域 近隣商業地域

建ぺい率 ８０％

高度 地区
３１ｍ
第１種

② 変更後

用途 地域 近隣商業地域

建ぺい率 ８０％

高度 地区
３１ｍ
第１種
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①
生活環境保全・共生ゾーン（住居系）
　：上限1,000㎡（幹線道路沿いは3,000㎡）

②
生活環境保全・共生ゾーン（住居系）
　：上限1,000㎡（幹線道路沿いは3,000㎡）

変更前

① その他の商業系地域：上限3,000㎡

② その他の商業系地域：上限3,000㎡

見直し後



１２ 淀駅周辺 

 【ガイドプラン見直しの方針・内容】 

  駅周辺の新しいまちづくりの進展に合わせ、住環境とも調和しながら働く場の立地を促進

するため、用途地域が工業地域に変更された地域について、隣接地域のゾーニング状況との整

合性等を踏まえ、「産業機能集積ゾーン（郊外エリア）」に変更します。 

（参考）都市計画の見直し 
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現行 

京都競馬場 
至 淀駅 

① 

京都競馬場 
至 淀駅 

① 

※誘導用途（工場、事務所、研究施設、倉庫）以外の用途に供する建築物については、容積率の最高限度を 
 ２００％とする。 

① 変更前

用途地域
第二種住居地域

工業地域
容積率 ２００％

高度地区
２０ｍ第２種

無指定

特別用途地区 ―

① 変更後

用途地域 工業地域

容積率 ３００％ ※

高度地区 無指定

特別用途地区 産業一種※



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドプラン見直し後 

ガイドプラン見直し前 

京都競馬場 

京都競馬場 
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産業機能集積ゾーン（郊外エリア）：上限3,000㎡

生活環境保全・共生ゾーン（住居系）
　：上限1,000㎡（幹線道路沿いは3,000㎡）

変更前

① 産業機能集積ゾーン（郊外エリア）：上限3,000㎡

変更後


